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だい横族 と ＜ リ つ と あ そ し、 と いか餓 つ大
健杜の貝中の 力 て 0 る し わは し 7 ら のた 苔 B コ全会関の味変のい ゜て ゆ思かわ ゜状 と ＜ 本
でへ係関に化学な-・・ わ経る わし けだ態錯様の ン 聾あのへ係変か者い六す済核れ ‘でかか覚変家

'"""'"" 
る 家のが化な は で％か 家な紐あ ら ら を わ族 フー

召族移主かい は で六社族い計る ‘い起 I) はヽ ヽ

ナと の行人おのれなあ ポ会世 ゜に 0 c'令.• つこ し戦
を対 と を き でを し、 る ィ の帯今関 族 き すた前 I 頭忘応い中つは ゴか ゜ ン大がかす 形 よ の と の
れの つ心つな コ と 家 卜 変普ら る 柑、し<、 k~ も し、直 理て息た と あ し、 ン い族の動通約限 も 不無わ系

辛ロ贔は吹新 し る ゜ と 培の批七 り 当死理れ大 論ア ？ 

な き し た ゜家ナのい加あ 幣十一 然烏は る 家
ら でい縦若族 I が -) 

ヽ

と 全年向 大のな ゜族
なは変の者の理私容卜で体前に 変よ い戦制
し、 あ化関の入論の器一の にのそ 化 7 カ、前度
0 

る は係独れし 独~%今 占大ん を に も かか
が生か身 も と 断 コ の 日 め正な 起世知 ら ら 日ヽ

じ ら 貫の呼でン増の る九驚 界れ比
ヽ

‘ 本コ始 ‘族でんあ テ加そ割年 ＜ し のな較戦
ンめ主的あ でる ナ率れ合の よ て経いす後 家
テ て 人志る ＜ ゜ I ‘がは国 い済 ゜ る に 族ご）

ナい 妻• 向 コ れあ-年六五勢な る 大敗 と は
l る．の ン た る は率十十調変 は国戦な核 論

ヘ 自 ゜子増テ ゜座さ に％四企化 ずに ‘に家
黒 体そ供大ナ し談 つすそ ％に を でな全 も 族
田 はれの と I カ、 1・ミ は゜れ こ でよ し あ つ国か制

俊 ま は対かの し で り ばそ あ る て る た民 も 度
夫 だ新等 ‘周 ‘ア変な し一

つ と し、 ‘の的変ヘ
ヽ_,

ま し な家辺仝メ わんでた ‘る と だ飢わ と
゜
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の
こ
と
で
、

一
九

h
九
年
の
世
銀
調
在
団
に
よ
る
タ
イ
経
済
診
断
と
そ
の
勧
告
に

タ
イ
の
本
格
的

T
業
化
に
よ
る
近
代
経
済
杜
会
へ
の
出
発
は
一
九
六

0
年
以
降

ッ
シ
ュ
か
ら
も
こ
の
こ
と
か
窺
え
よ
う
。

っ
て
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。

こ
び）

ー
ニ
年
の

H
本
企
業
の
タ
イ
進
出
ラ

を
鈍
化
さ
せ
て
い
る
中
て
‘
タ
イ
は
‘
そ
の
経
済
ハ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
さ
に
よ

あ
っ
た
。

し
か
し

一
九
八

0
年
代
半
は
に
他
の

A
S
E
A
N
諸
国
か
経
済
成
長

タ
イ
経
済
は

ゞ

ヽ

こ
れ
ま
て

A
S
E
A
N
諸
国
の
中
で
比
較
的
地
味
な
存
在
で

‘̀. 

バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
地
区
で
陽
気
に
遊
ぶ
子
供
達

嘉悦女子短期大学専任講師

渡辺真知子
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低
下
さ
せ

造
の
変
化
を
見
た
も
の
で
あ
る
が

す
な

農
業
が
比
重
を

回
り

表

l
は

一
几
七

0
年
か
ら
五
年
毎
に
産
業
構

名
目
額
で
み
れ
は
、
製
造
業
の
国
内
総
生
産
に
ー
ロ
め
る
割
合
は
農
楽
の
そ
れ
を
上

に
追
い
つ
き
、
後
半
に
は
そ
れ
を
上
回
っ
た
。

均
三
•
三
％
‘

「
廂
業
投
資
奨
励
法
•
同
改
正

を
実
現
し
た
。

タ
イ
の
主
要
廂
業
で
あ
る
農

こ
の
約
四
半
世
紀
の
タ
イ
の
経
済
発
展
過
程
を
見
る
と
‘

一
九
七

0
年
代
前
半
に
は
経
済
成
長
に
対
す
る
製
造
業
の
貞
献
度
は
農
業

最
大
の
産
業
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
‘

一
九
八
四
年
以
降
‘

一
九
七

0
年
代
後
半
以
降
‘

製
造
業
か
急
速
に
比
甫
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
く
で
タ
イ
経
済
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
な
か
ら
製
造
業
の
伸
び
は

H
覚
ま

国
家
」

と
見
ら
れ
て
お
り

事
実
‘
農
業
は
生
産
・
屈
用
・
輸
出
な
ど
多
く
の
面

中
で
も
そ
の
昭
実
な
歩
み
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

タ
イ
は
一
般
に

「
農
業

A
S
E
A
N
諸
国
の

先
進
［
業
国
平
均
ニ
・
三
％
）
。

五

-
％
と
他
の
国
々
と
比
較
す
れ
ば
堅
実
な
伸
ひ
で
あ
っ
た

（
発
展
途
上
国
平

経
済
も
成
長
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
か

-
J
L
八

0
年
代
前
半
の
五
年
間
に
平
均

表

1970年 1975年 1980年 1985年
国内総牛産•••. 

...• ... . .. ● 
―~~ 

135,939 296,298 684,930 I, 041, 354 

100,0 ]00.0 100.0 ]00.0 

農 業 28.5 31. 3 25.4 17 .1 

（作 物） 19.8 23.1 ]9.0 12.2 

（その他） 8. 7 8.2 G.3 4.9 

鉱 業 2.0 1. 3 2.1 2.8 

製 造 業 15. 9 18.1 19.6 20.1 

建 c畝~ 6.1 4.8 5.8 5. 2 

電気• 水道 1. 2 1.1 0.9 2. 3 

運輸・通届 6.3 5.8 G .6 9.1 

商 業 19.1 IS.I 18.8 18.2 

銀 行 4.1 4. 7 G. l 8.2 

住 宅 2.0 I. 5 I. I I. 3 

’.L‘ 、 務 4.5 4.2 4.1 4 .5 

サービス 10 .2 9 .0 9.4 11.1 

出所： BanK of Thailand 

ド
か
低
下
し
て
お
り
‘
タ
イ

界
的
に
経
済
の
拡
大
ス
ピ
ー

れ
た
。

一
九
八

0
年
代
は
世

い
成
長
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

産業別国内総生産（経常価格）

造
薬
の

1
0
 ％
を
超
え
る
高

業
の
堅
実
な
成
長
と
共
に
製

こ
の
実
績
は

六
．

J
L
%
と
高
い
経
済
成
長

は
、
そ
れ
そ
れ
じ

•
J
L
%

九
六

0
年
代
、
七

0
年
代
に

(IOO万パーツ、％）

上．、a」
の
制
定
に
始
ま
る
。

策
定
と
六

0
年

六
二
年
の

沿
っ
た
第
一
次
開
発
計
画
の

- 3 -



始
め
る
の
は
一
九
七

0
年
代
に
人
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、

五
年
の
三
位
の
砂
糖
と
一

0
位
の
セ
メ
ン
ト
が
最
初
で
あ
る
。

0
品
目
に
登
場
し

/
業
品
が
上
位

割
の
交
替
で
あ
る
。

品
と
工
業
品
の
役

つ
の
変
化
は

つ
の
大
ぎ
な
変
化

の
間
の
経
済
発
展

の
結
果
と
し
て
ニ

を
指
摘
で
ぎ
る
。

輸
出
面
で
の
農
産

る
と

（
表

2
)
、こ

品
目
の
変
化
を
見

の
輸
出
卜
位
一
〇

八
七
年
現
在
ま
で

-
J
L
六

0
年
か
ら

る
こ
と
が
で
苔
る
。

ブ
傾
向
を
観
察
す

ら
工
業
へ
」

ヽ

と
し

面
で
も

「
農
業
か

さ
ら
に
‘
輸
出

あ
る
。

と
し
て
い
る
の
で

の

一
貝
に
な
ろ
う

着
実
に
「

I
業
国
」

る
限
り
、
タ
イ
は

わ
ち
生
産
面
で
見

表 2
 

タイ輸出上位10品目の変遷 (100万パーツ）

な
お
‘
砂
糖
の
輸

同表の中では一九七

順位 1960年 1970年 1975年 1980年 1985年 1987年
- - - '' ... ―..  . . L—--- ---- --・ '..... . .. '... - ... 

l ゴ ム 2,.579 米 2,516 米 5,852 米 19,508 絨維製品 23,578 繊維製品 48,555 

2 米 2,570 ゴ ム 2,232 メイズ 5,705 タヒオカ 14,887 米 22,524 米 22,730 

3 メイズ 551 メイズ I, 969 砂 栖 5,696 ゴ ム 12,351 タヒオカ J,1,969 タピオカ 20,661 

,j 錫 537 錫 1,618 タピオカ 4,597 錫 11,347 ゴ ム 13,567 ゴ ム 20,539 

,5 チーク 356 タピオカ I, 223 ゴ ム 3,474 メイズ 7,299 I C 8,248 I C 15,179 

6 タピオカ 288 ジュート 719 錫 2,247 衣 料 4,894 メイズ 7,700 乳

“ 
11,550 

7 ジュート 230 マング豆 255 工 ビ 891 乳 石 3,240 貰 石 6,350 魚缶詰 9,516 

8 卯 122 工 ピ 224 ジュート 643 砂 栖 2,975 砂 糖 6,247 砂 棚 8,573 

， ~ 氷 畜 100 ホタル石 222 タバコ策 569 工 ビ 1,961 錫 5,647 宝 石 8,257 

10 皮革 82 タパコ策 197 セメント 512 果物缶詰 1,474 魚缶詰 5,204 履物 5,915 
'.. ハ... . '-ハ- -----'..  

舶出総額 8,614 14,772 45,007 133,197 193,366 299,853 

上位10品目計 7,415 11,175 30,186 79,936 114,034 171,448 

(%) (86.1) (75.6) (67, I) (60.0) (59.0) (57 .2) 

そ の 他 I, 199 3,597 14,821 53,261 79,332 128 .405 

(%) (13.9) (24 .4) (32.9) (40.0) (41.0) (42.8) 

出所： Bank of Thailand 
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六
六
三
万
人
の
労
働
人
口
が
増
加
し
た
が

夕

農
業
は
そ
の
五
五
％
を
吸
収
し
、
生

二
％
は
今
な
お
農
業
が
抱
え
て
い
る
。

一
九
七

0
年
か
ら
八

0
年
の
一

0
年
間
に

ス
に
よ
れ
ば
‘
労
慟
人
口

出
額
が
急
速
に
増
加
し
た
の
は
一
几
七
二
年
で
、
前
年
の
三
•
三
倍
の
―
ニ
・
六

タ
イ
の
伝
統
的
輸
出
品
と
し
て
長
い
間
最
大
の
外
貨
獲
得
商
品
で
あ
っ
た
米
の
輸

ら
工
業
へ
」

第
一
位
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
七
年
に
は
米
の
二
倍
を
上
回
る
四
八
五
億
バ
ー
ツ
、

そ
の
結
果
、

履
物
な
ど
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
と
豊
富
な
労
働
力
を
利
用
し
た
工
業
品
の

生
産
面
と
同
様
、

輸
出
面
で
も
「
工
業
国
」

（
タ
イ
の
場
合
一

一
歳
以
上
）

産
・
輸
出
で
急
速
に
伸
び
て
い
る
製
造
業
は
九
％
を
吸
収
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

~ 
三
二
八
万
人
の
七

と
い
う
産
業
構
造
の
変
化
は
小
さ
い
。

-
J
L
八

0
年
の
人
ロ
セ
ン
サ

輸
出
が
伸
び
て
お
り

り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
雇
用
面
を
見
る
と

経
済
発
展
に
伴
う

「
農
業
か

の
一
貝
に
な

宝
石 こ
の
よ
う
に
、
タ
イ
で
は
‘
繊
維
製
品
‘

魚
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
等
の
缶
詰
類

木
製
品

家
具
•
同
部
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

造
花
な
ど
が
あ
る
。

最
近
の
輸
出
の
中
で
重
要
な
も
の
と
し
て
は

冷
凍
チ
キ
ン

生
イ
カ
、
ス
ル
メ

几
八

0
年
代
に
は
六

0
％
を
割
っ
た
。

t
位
一

0
品
目
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か

輸
出
も
増
加
し
た
。

上
位
一

0
品
目
の
比
重
は
消
実
に
低
下
し

品
目
で
六

0
％
を
占
め
て
い
た
。

そ
の
後

エ
ピ
‘
繊
維
製
品

缶
詰
加
工
品
の

額
に
占
め
る
上
位
一

0
品
目
の
比
重
は
八
六
％
と
高
く
、
特
に

ゴ
ム
と
米
の
二

今

つ
の
変
化
は
‘

輸
出
品
目
の
多
様
化
で
あ
る
。

-
J
L
六

0
年
代
の
全
輸
出

年
に
は
六
品
目
を
数
え
て
い
る
。

品
目
に
入
っ
て
い
る
工
業
品
は

一
九
七

0
年
で
は
全
く
無
か
っ
た
の
に
‘
八
七

五
年
に
メ
イ
ズ
、
砂
糖
を
抜
い
て
五
位
に
な
っ
て
い
る
。

な
お

輸
出
上
位
一
〇

上
位
に
登
場
し
た
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

I

C
の
輸
出
額
は

一
九
八

出
額
の
一
六
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

-
J
L
八

0
年
代
に
人
っ
て
か
ら

ゞ

I

C
カ

の
輸
出
額
は

全
輸

出
額
を
一
九
八
五
年
に
上
回
り

繊
維
製
品

は
い
る
工
業
品
は
年
々
増
え
て
い
る
。

特
箪
す
べ
き
は
‘
繊
枡
製
品
の
輸
出
額
が

替
え

順
位
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
砂
糖
‘
繊
維
製
品
‘

食
品
缶
詰
な
ど

L
位
に

ー
ツ
と
な
り

ノゞ

音心[ 

全
輸
出
額
の
五
•
六
％
に
達
し
た
。

そ
の
後

品
目
の
入
れ

- 5 -



中
に
伴
う
都
市
問
題
と
都
市
の
吸
収
力
を
卜
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
の
人
口
流
入
の
結

果
と
し
て
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
へ
の
人
口
の
滞
留
が
も
た
ら
す
様
々
な
社
会

れ
は
地
方
／
農
村
で
の
貧
困
と
一
雇
用
問
題
で
あ
り

バ
ン
コ
ク
で
の
人
口
過
度
康

の
対
応
は

そ

中
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
、
す
な
わ
ち
牒
業
の
雇
用
吸
収
力
の
急

慟
人
口
は
他
の
産
業
へ
の
流
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
は
結
果
的
に
は
‘
農
業

農
業
の
高
い
雇
用
吸
収
力
は
期
待
で
き
な
く
な
っ
て
苔
て
い
る
。

は
限
界
に
達
し

を
生
ん
で
い
る
。

らこ

こ
の
農

L
四
間
の
生
産
性
格
差
の
拡
大
が

タ
イ
工
業
化
の
大
ぎ
な
問
題
で

は

一
九
六

0
年
の
約
七
倍
か
ら
八

0
年
に
は
約

一

倍

に

な

っ

て

い

る

）

さ

れ
が
農
工
間
の
生
産
性
格
差
を
拡
大
し

（
農
業
に
対
す
る
製
造
業
の
労
働
生
産
性

雇
用
面
で
の
遅
れ
が
生
じ
た
と
言
え
る
。

こ
の
雇
用
面
で
の
産
業
構
造
変
化
の
遅

在
に
よ
っ
て
、
タ
イ
で
は
‘
工
業
化
に
伴
う
生
産
面
で
の
産
叢
構
造
変
化
に
対
し

こ
の
こ
と
は
タ
イ
の
国
内
人
口
移
動
の
流
れ
に
よ
っ
て
捌
む
こ
と
か
出
来

高
い
雇
用
吸
収
力
と
主
食
で
あ
る
米
を
柱
と
す
る
生
産
構
造
を
持
つ
農
業
の
存

あ
る
地
域
的
遍
在
ー
製
造
業
付
加
価
値
の
八
割
は
バ
ン
コ
ク
お
よ
び
そ
の
周
辺
七

県
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
ー
に
よ
っ
て
バ
ン
コ
ク
と
地
方
と
の
所
得
格
差
の
拡
大

一
九
七

0
年
代
に
な
る
と
農
業
の
多
角
化
を
支
え
て
苔
た
農
地
の
外
延
的
拡
大

森
林
破
壊
も
進
ん
で
き
た
。

こ
の
た
め
‘

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

農
薬
の
過
剰
労

以
外
の
雇
用
機
会
が
梨
中
し
て
い
る
バ
ン
コ
ク
お
よ
ひ
そ
の
周
辺
県
へ
の
人
口
集

速
な
低
下
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
今
以
上
の
ハ
ン
コ
ク
ヘ
の
人
口
の
過
度
駆
中
へ

タ
イ
の
今
後
の
経
済
発
展
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

る。 苔た
。

盟
富
な
人
口
を
持
つ
牒
村
で
自
己
再
生
廂
さ
れ
、
ま
た
米
作
地
か
ら
補
充
さ
れ
て

働
力
を
吸
収
し
て
き
た
。

農
業
の
多
角
化
に
よ
っ
て
必
要
に
な
っ
た
労
働
力
は

ッ
サ
バ
な
ど
輸
出
作
物
の
多
角
化
を
図
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
大
贔
の
労

ゾ
チ
し
‘
耕
地
面
積
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
生
産
を
伸
は
し

ま
た
メ
イ
ズ
、

キ
ャ

タ
イ
の
農
業
は
、
主
食
で
あ
る
米
を
柱
に
、
世
界
市
場
の
動
向
を
敏
感
に
ヤ
ャ

イ
は
現
在
で
も
多
く
の
雇
用
を
農
業
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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改善されたスラム地区

-; 
゜
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

へ
の
対
応
を
真
剣
に
考
え

か
ら
の
怠
速
な
構
造
変
化

こ
よ
っ
て

る
こ
と

こ

i.L 

門
の
積
板
的
な
展
開
を
図

用
吸
収
力
の
裔
い
近
代
部

し
た
活
力
を
利
用
し
て
屈

建
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
う

て
新
し
い
工
場
が
次
々
に

粘
ん
で
い
る
国
道
に
沿
っ

）
 

バ
ン
コ
ク
と
地
方
を

の
進
出
も
活
発
化
し
て
お

日
本
や
台
湾
な
ど
の
外
資

面
的
拡
大
を
見
せ
て
い
る
。

バ
ン
コ
ク
を
中
心
と
し
て

地
方
分
散
で
は
な
い
か

て
き
た
の
が
現
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
か
ら

一
九
八
丸
年
代
に
入
り
‘
工
業
は

ヽ

な
し

ゞ

ヽ

も

L
力
っ
て
し

む
し
ろ
所
得
格
差
は
拡
大
し
‘
工
業
の
見
中
度
は
高
ま
っ

め
に
、
地
域
開
発
・
工
業
の
地
方
分
散
に
努
め
て
き
た
が

そ
の
成
果
は
必
ず
し

従
来
か
ら
、

タ
イ
政
府
は

バ
ン
コ
ク
と
地
方
と
の
所
得
格
差
の
是
正
を
図
る
た

摩
擦
を
可
能
な
限
り
小
さ
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
製
造
業

今
後
‘
タ
イ
か
韓
国
や
台
湾
の
後
を
追
っ
て
新
た
な
“

経
済
問
題
で
あ
る
。

な
る
に
は
‘
急
速
な
進
展
が
予
想
さ
れ
る
雇
用
面
で
の
産
梨
構
造
の
変
化
に
伴
う

を
中
心
と
す
る
近
代
部
門
で
の
屈
用
吸
収
力
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

N
I
E
s
"
 の
一
貝
と

- 7 -



ー 24°

ド

．
 

イ

ン

ト

ペンガル筒

910。

ー26°

バングラデシュ

全般図

ソ
グ
ラ
デ
ッ
ュ

ス
リ
ラ
ソ
カ

八
2-

国

（凡例）

@ ． 
1111111111111111 

0 50 ~--

首 t ” 
省 都

● 王要都市

ー・'"""""'"●●●●'-____ ,, 国 境

鉄道

-t要河）II 

100 150 200km 

•一 I

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

- 8 -



が
分
か
る
。

さ
ら
に
昨
年
の
洪
水
時
て
は

―
―
―
万
．
一

rknl
か
水
没
し
た
た
め

の

―
二
人
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
二
人
と
比
較
す
れ
は
‘
如
何
に
ち
ゅ
う
密
で
あ
る
か

の

1
0
0
人‘

ア
フ
リ
カ
の
一
八
人
、
北
米
の

一
七
人

應、J
ソ

ん

、

'

ア
ジ
ア
の
一

0
1
,
人

欧

朴

％
、
人
口
密
度
七

0

0
人
／

knl
（
上
記
人
口
は
い
す
れ
も
一
九
八
八
年
囚
連
推
叶
）
。

ュ
は
、
日
本
に
次
ぐ
肌
界
第
八
位
の
人
口
大
国
で
あ
る
。

人
口
成
長
率
は
ニ
・
七

つ

た
C
 

国
上
面
積
―
四
万
四

fkni

人
口

一
億
一

0

0
万
人
の
バ
ン
グ
ラ
テ
シ

バ

ン

ル
の
こ
の
国
は
国
上
の
三
分
の
一
か
毎
年
雨
期
に
水
没
す
る
と
い
う
。

今
回
の
我

ゞ

‘

、

<

レ

イ

ン

ー

ネ

ノ

ー

／

ブ
ー
タ
ン
に
源
を
発
す
る
カ
ン
ジ
ス
川

青

木

洋

子

（
ア
ジ
ア
人
口
開
発
協
会
事
務
局
次
長

視
察
議
員
に
随
行
し
て

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人

n事
情

ふふふふふふ忍ふふふふふふふふふ

以
下
は
事
務
局
員
の
随
行
記
で
あ
る
。

を
傾
け
、

両
国
の
友
好
親
善
に
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
た
。

一
行
は
行
く
先
き
先
き
で
大
歓
迎
を
う
け
、

真
剣
に
現
地
事
情
に
耳

、

こ

0

し

t
視
察
し
、
中
西
一
郎
参
院
議
員
）

併
せ
て
水
害
現
地
を
訪
れ
、

こ
の
人
口
密
度
を
一

畑
当
り
日
本
の

．．
 
――

1

二
人
‘

日
間
、

ダ
ッ
カ
、

パ
ン
チ
ド
ナ
な
ど
を
中
心
に
、

同
国
の
人
口
事
情
を

被
害
状
況
ゃ
救
援
の
実
情
を
聞

プ
ラ
マ
プ
ト

ラ
川
、
メ
グ
ナ
川
の
三
角
州
に
位
置
し
‘
ヘ
ン
ガ
ル
湾
を
臨
む
平
均
海
抜
八
メ
ー
ト

々
議
貝
団
の
訪
間
は
人

u
事
情
の
視
察
た
っ
た
が
同
時
に
水
害
の
実
情
を
見
に
来

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
先

Jj
の
要
人
に
想
像
以
上
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
。

グ
ラ
テ
シ
ュ
に
日
本
の
議
貝
六
名
も
の
団
か
訪
問
し
た
の
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ

南
米
の
一
五
人
、

長、

の
一
行
六
人
は
、

1
0
月
一
九
日
か
ら
八

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
視
察
議
員
団

（
団

守守.,,,..,..,喰溶吟亨安吟守守吟や守

- 9 -



デ
ィ
県
パ
ン
チ
ド
ナ

ユ
ニ
オ
ン

B
)
 

(
t
 
の
パ
ン
チ
ド
ナ
村
を
訪
れ
た
。

村
に
通

1
0
月
ニ
―
日

（
金
）

一
行
は
ダ
ゾ
カ
北
西
部
四

0
k
m
に
位
岡
す
る
ナ
ル
シ
ン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
口
と
開
発
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

含
む
）
、

堤
防
等
の
建
設
を
行
っ
た
こ
と

i
~

゜

4
 

流
に
ダ
ム

（
フ
ァ
ラ
ッ
カ
ダ
ム
を

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
河
川
上

3
 

の
雪
解
け
水
が
増
大
し
た
こ
と

例
年
に
比
較
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ

た
こ
と

の
た
め
の
自
然
遮
蔽
物
か
減
少
し

121 I II 

崖
崩
れ
に
よ
り

流
失
防
止

ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
の
森
林
伐
採

洪
水
の
主
要
原
因
は

り
対
比
し
て
み
る
。

の
被
害
状
況
の
概
要
を
次
の
表
に
よ

統
領
演
説
の
中
か
ら
一
昨
年
と
昨
年

洪
水
に
つ
い
て

エ
ル
シ
ャ
ド
大

人
乗
っ
て
い
た
り
す
る
。

た
り
‘
ホ
ロ
が
け
三
輪
自
動
車
に
六

人
力
車
に
四
人
も
の
人
か
乗
っ
て
い

町
に
出
る
と
バ
ス
に
鈴
な
り
の
人

度
が
生
じ
た
こ
と
と
な
る
。

、
1

しヽ

信
じ
ら
れ
な
い
程
の
人
口
密

一
時
的
に
せ
よ
‘
約
五

T
人
／

knl
と

表

1 9 8 7年 1 9 8 8年
~一

~・~ ．”  

被 害 57, 000km' 122, 000km' 

3, 0 0 0万人 5 , 0 0 0 Jj Jヽ

家 崖 全 壊 2 5 0 J-j戸 2 8 0万戸

家 屋 半 壊 5 2 0 h戸

作 物 面 偵 5 2 0万エーカー 7 5 0万エーカー

家 畜 流 失 64,0009Jl 115,000頭

道路流失

舗 装 2,800km 2,935km 

非 舗 装 51,079km 65,982km 

鉄 J-且~ （欽 橋） 5 2 4 km 6 3 7 km 

(2 6) (4 4) 

教 L Fl ゞ 施 "'d又' 2 , 0 7 5 (全壊）

8, 4 9 9 (半壊）
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子
供
達
に
と
ィ
て
栄
養
補
給
を
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
に
な
る
。

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
寄
生
虫
駆
除
は
‘

私
ど
も
の

さ
え
も
、

胃
の
中
の
寄
生
虫
に
消
費
さ
れ
、

彼
ら
の
食
物
摂
取
は
結
局
役
に
立
っ

寄
牛
虫
へ
の
感
染
か
ら
の
被
害
も
被
っ
て
い
る
。

彼
ら
が
僅
か
に
摂
取
す
る
も
の

充
分
な
食
料
を
は
と
ん
ど
摂
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
々
は
大
抵
、
同
時
に

と
に
あ
る
。

特
に
発
展
途
上
国
の
低
所
得
者
層
は
‘
成
人
、

幼
児
の
い
ず
れ
も

『
こ
の
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
‘
社
会
の
貧
し
い
階
層
益
す
る
と
い
う
こ

で
は

ノ‘

1) 

ブ

I 
Jレ

ラ
マ
ン
‘

サ
ル
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
高
責
任
者
か
ら

ク
ト
の
実
施
状
況
に
つ
苔
‘

知
事
も
臨
席
し
熱
心
に
説
明
を
受
け
た
。

歓
迎
式
典

現
地
で
は
‘

パ
ン
チ
ド
ナ
村
で
の
家
族
計
画
‘
栄
養
‘
寄
生
虫
駆
除
プ
ロ
ジ
ェ

さ
ら
に
四

三
三
九
村

(
U
n
i
o
n
)
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

on) 
六
四
県
（

D
i
s
t
r
i
c
t
)
 
に
分
割
さ
れ
、
県
は
四
六

0
郡

(
U
p
a,
N
 ilia) 
f

)

 ．
 

全
土
は
四
地
方

(
D
i
v
i
s
iー

ュ
の
地
方
自
治
単
位
は

で
あ
る
。

バ
ン
グ
ラ
テ
シ

は
‘
正
式
に
は
ユ
ニ
オ
ン

令/9 a 

パンチドナ村のガールスカウト謁見式

で
村
と
い
っ
て
い
る
単
位

つ

た

゜
ち
な
み
に

： 

ト
の
歓
迎
謁
見
式
出
始
ま

に
糎
っ
た
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

視
察
は
青
い
制
服
を
身

な
の
だ
。

れ
る
と
言
う
勤
勉
な
民
族

た
ら
、
橋
の
復
旧
が
行
わ

水
が
引
い
て

三
日
も
し

っ
て
い
た
。

ゞ
ヽ

と

こ

ろ

カ

流
さ
れ

一
時
不
通
と
な

じ
る
道
路
は
洪
水
で
橋
も

- 11 -



て
い
る
と
い
う
よ
う
な
元
気
を
鼓
舞
す
る
歌
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

エ
ル
シ
ャ
ド

語
で
歌
っ
て
く
れ
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
貧
し
い
け
れ
ど
希
哨
に
満
ち
あ
ふ
れ

ャ
ド
大
統
領
作
詞
と
い
わ
れ
て
い
る

「
美
し
苔
ハ
ン
ク
ラ
テ
シ
ュ
」

を
ベ
ン
ガ
ル

こ
の
あ
と
‘
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
美
少
女
三
名
か

オ
ル
ガ
ン
伴
奏
で
エ
ル
シ

質
的
な
助
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
』

と
の
挨
拶
か
あ
っ
た
。

は
否
め
な
い
事
実
で
あ
り
、
日
本
の
よ
う
な
先
進
国
を
訪
問
す
る
機
会
か
あ
れ
ば

し
か
し

皆
様
と

H
本
政
府
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
た
め
に
私
共
に
援
助

口
爆
発
を
阻
止
す
る
た
め
の
産
児
制
限
に
つ
い
て
の
信
頼
感
を
創
り
出
し
て
苔
た
。

現
在
の
諸
条
件
下
で
は
最
新
の
手
法
に
付
い
て
の
知
識
に
乏
し
い
こ
と

新
し
い
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
習
熟
す
る
の
に
苔
わ
め
て
行
益
で
あ
り
、
非
常
に
実

私
共

委
貝
会
メ
ン
バ
ー
は
地
方
の
民
政
行
政
と
協
力
し
て
、
両
親
の
心
に
人

ヽ
~

財
政
的
な
援
助
を
与
え
て
下
さ
っ
た
事
に
も
感
謝
し
て
い
る
。

さ
ら
に
私
共
は
、

先
頃
の
大
洪
水
災
杏
時
、
日
本
政
府
が
親
身
に
お
世
話
下
さ

の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
た
事
に
対
し
感
謝
申
し
卜
け
る
。

私
共
は

パンチドナ村歓迎式であいさつをする中西一郎団長

少産で豊かな暮し、多産で貧しい暮しの対比のポスター

（パンチドナ村プロジェクトで）
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（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
基
礎
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
与
え
ら
れ
た
。
婦
人
二
人
で

活
を
し
て
い
る
絵
と
―
一
人
の
子
供
で
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
る
絵
を
対
比
し

（
村
評
議
会
の
議
長
‘

る
運
営
委
貝
会
の
設
置

3

地
域
リ
ー
タ
ー

て
示
し
、
ど
ち
ら
が
幸
福
か
を
教
え
る
。

議
貝
、
医
師
、
教
師
等
）

か
ら
な

組
み
‘
戸
別
訪
間
し
、
例
え
ば
‘
痩
せ
こ
け
た
子
供
が
四
人
い
て
貧
し
い
生

2
 
家
庭
訪
問
等
の
啓
発
活
動
に
お
け
る
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
。

1

既
＃
の
家
族
計
画
実
施
機
関
の
利
用

し
次
の
戦
略
で
同
村
の
家
族
計
画
を
成
功
に
導
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
杜
会
の
参
加
を
原
則
と

八
九
％
に
達
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

う
ち
九
五
％
に
は
ト
イ
レ
が
無
く

-
S
―
二
歳
の
児
童
の
寄
生
虫
羅
病
率
は
約

げ
て
い
た
。

ま
た
‘
環
境
衛
牛
に
対
す
る
観
念
も
乏
し
く

二
七
―
枇
幣
の

ち
の
間
で
は
概
し
て
避
妊
に
対
す
る
瑞
恥
心
が
強
く

人
の
う
ち
、

避
妊
の
実
行
を
大
ぎ
く
妨

一
七

二
九
％
か
何
ら
か
の
避
妊
手
段
を
と
っ
て
い
た
が

婦
人
た

て
高
い
状
況
に
あ
っ
た
。

出
廂
可
能
年
齢
に
あ
っ
た
約
二
、

三―

-ii
人
の
既
婚
婦

死
亡
率
は

゜

ヽ

レ

一
ノ
ー
ミ
）

ま
た
‘
幼
児
死
亡
率
は
実
に
七
五
パ
ー
ミ
ル
と
極
め

、`

一
三
人
て

人
口
増
加
率
は
年
四
•
四
％
‘
粗
出
生
率
は
五
五
パ
ー
ミ
ル

粗

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
開
始
さ
れ
た
一
九
八

0
年
当
時
、
同
村
は
‘
人
口
が

功
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

率

h
二
％
（
全
国
レ
ベ
ル
九

0
%
）
を
達
成
し
、
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
‘
避
妊
の
履
行
率

F

九
•
八
％
（
全
国
レ
ベ
ル
ニ

J
L
・
七
％

大
統
領
表
敬
訪
問
時
‘

こ
の
歌
の
作
詩
者
も
同
大
統
領
と
の
こ
と

ア
プ
ロ
ー
チ
」
計
画
の
四
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
地
域
の
一

つ
に
選
ば
れ
‘

寄
生
虫
症
感
染

そ
の
結

け
て
実
施
し
た

「
家
族
計
画
・
栄
養
•
寄
生
虫
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
総
合
的

パ
ン
チ
ド
ナ
村
は
‘

バ
ン
グ
ラ
テ
シ
ュ
政
府
か
一
九
八

0
年
か
ら
八
七
年
に
か

旨
を
伝
え
る
と
‘
ど
こ
で
だ
と
大
変
関
心
を
示
さ
れ
た
。

だ

っ
た

゜

大
統
領
の
作
詞
さ
れ
た
歌
を
聞
か
せ
て
貰
っ
た

大
統
領
は
詩
を
愛
し
、
自
ら
作
詞
し

-13 -



(1) 

バ
ン
グ
ラ
テ
シ
ュ
は
家
族
計
画
を
最
も
童
要
な
施
策
の
一

ム
ミ
ム
保
健
大
臣
は

チ
ョ
ー
ド
リ
ー

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
会
議
長
と
相
次
い
で
会
見
す
る
。

1
0
月
二
二
日

（
土
）

午
前
中
ム
ニ
ム
保
健
大
臣
お
よ
び
カ
リ
ム
保
健
省
次
官

果
た
せ
る
役
割
は
大
答
い
と
考
え
る
。
」

と
語
っ
た
。

て
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。

家
族
計
画
の
導
入
、

援
助
大
国
の
地
位
を

占
め
て
い
る
日
本
が
今
後
と
も
二
国
間
お
よ
び
国
際
機
関
と
の
協
力
を
通
じ
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
経
済
・
杜
会
開
発
に
協
力
す
る
こ
と
が
有
慈
義
か
つ
重
要
で
あ
り
‘

つ
と
し
て
位
置
付

発
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

日
本
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
種
々
の
分
野
に
お
い

処
す
る
た
め
努
力
を
続
け
て
お
り

具
体
的
に
は

農
業
開

表
し
‘
歓
迎
し
た
い
。

国
連
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
抱
え
る
数
多
く
の
問
題
に
対

日
本
か
ら
こ
の
よ
う
な
視
察
団
か
来
ら
れ
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
、

国
連
を
代

経
済
的
損
失
を
蒙
っ
て
お
り

早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
に

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
今
回
の
大
洪
水
の
影
響
で
一

0
億
ド
ル
と
推
定
さ
れ
る

同
代
表
は

午
後
五
時
か
ら
、
デ
ソ
ウ
在
ダ
ッ
カ

U
N
D
P
代
表
を
表
敬
訪
問
す
る
。

最
大
の
要
因
と
い
わ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営

t
の
温
情
主
義
を
排
除
で
き
た
事
等
が

同
計
画
の

巻
る
と
い
う
自
伯
、
連
帯
感
を
養
わ
れ
た
こ
と
、

ま
た
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
参
加
に

パ
ン
チ
ド
ナ
村
の
家
族
計
画
で
は
‘
村
人
が
自
助
努
力
に
よ
り
状
況
を
改
善
で

栄
養
・
環
境
衛
生
に
関
す
る
情
報
提
供

達
）
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
行
。

（
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
地
域
住
民
へ
の
健
康
・

教
育
の
実
施
）

5

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
に
お
け
る
活
発
な

I
.
E
.
c
（
情
報
・
教
育
・
伝

症
‘
栄
養
‘
妊
娠
、

子
供
の
健
康
管
理
等
に
関
す
る
研
修
を
受
け
ら
れ
る
）

参
加
の
権
利
は
す
べ
て
の
婦
人
に
あ
る
。

会
貝
は
一
週
間
に
二
回
‘
寄
生
虫

4

母
親
ク
ラ
プ
の
結
成
（
会
費
は
一

0
タ
カ
／
月
で

（
一
タ
カ
は
約
四
円

- 14 -



(2) (1) 

本
側
は
、
現
在
、

わ
が
国
の
援
助
方
針
を
決
定
し
て
い
く
考
え

同
病
院
が
ど
う
い
う
形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
か

今
後
の

の
分
野
で
の
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

巫
べ
た
。

、J

と

こ
れ
に
対
し
て

H

ね
て
よ
り
同
荊
院
の
成
果
を
評
価
し
て
戴
い
た
上
で
、
更
に
保
健
・
家
族
計
画 か

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
‘

親
の
出
産
間
隔
を
拡
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

昨

日

一
行
か
訪
問
さ
れ
た
パ
ン
チ

わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
目
標
は

(
F
a
m
i
l
y
 P
l
a
n
n
i
n
g
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 

が
あ
る
。

と
家
族
計
画
庁

カ
リ
ム
次
官
発
言
は

た
事
に
感
謝
し
て
い
る
。
」

と
説
明
。

化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

4
 

今
回
の
洪
水
に
際
し

日
本
政
府
よ
り
迅
速
に
医
薬
品
を
送
っ
て
い
た
だ
い

し
て
は
、
す
で
に

0
0
0
ヶ
所
程
度
で
活
動
を
行
っ
て
い

こ
の
点
に
関

閲

家

族

計

画

に

関

す

る

当

方

の

晶

本

的

な

考

え

方

は

主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

患

糖
尿
病
と
の
分
野
で
の
病
院
‘

-
O
O
S
二、

保
健
省
の
下
に
保
険
庁
（

母
子
保
健
と
組
み
合
わ

せ
て
実
施
し
な
い
限
り
効
果
を
挙
げ
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
り
‘

る
村
レ
ベ
ル
の
家
族
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
将
来
病
院
に
ま
で
格
上
げ
し
活
動
を
強

H
e
a
l
t
h
 S
e
r
v
i
c
e
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
)
 

新
生
児
の
生
存
を
確
保
す
る
こ
と
お
よ
び
母

ド
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
さ
に
上
記
戦
略
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
日
本
の
援
助
に
よ
る

J
o
I
C
F
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
拡
大
し
て
行
き

日
本
の
無
償
援
助
に
よ
る
ナ
ラ
ヤ
ン
ガ
ン
ジ
ー
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
‘

ー
ズ
と
を
充
分
把
握
し
た
上
で
、

国
際
下
痢
性
疾
病
研
究
セ
ン
タ
ー
等
が
自

つ
の
分
野
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、

政
府
の
支
援
に
よ
り
、

胸
部
疾

レ
ベ
ル
で
の
医
療
活
動
等
を
通
じ
、

保
健
サ
ー
ヴ
ィ
ス
お
よ
び
家
族
計
画
の
二

ウ
パ
ジ
ラ

（
郡
）

レ
ベ
ル
で
の
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、

ユ
ニ
オ
ン
（
村
）

図

現

在

、

我

が

国

で

は

‘

保

健

省

の

監

督

下

で

県

レ

ベ

で

の

病

院

、

そ

の

下

の

こ
ヽ
。

し
t
し

け
て
い
る
。

ご
一
行
の
訪
問
を
極
め
て
爪
要
視
す
る
と
と
も
に
‘

心
か
ら
歓
迎
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た
、
中
国
の
訪
問
を
予
定
し
て
い
る
。

H
本
は
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
の
一
国
で
あ

め
エ
ル
シ
ャ
ド
大
統
領
は
‘
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル

地
で
み
ら
れ
、

こ
の
様
な
日
本
か
ら
の
国
会
議
貝
の
方
々
と
当
国
会
で
お
会
い
す
る
こ

お
り
私
と
し
て
も
陛
下
の
速
や
か
な
ご
回
復
を
心
よ
り
祈
っ
て
い
る
。

ヽ

ブ
ー
タ
ン

で
あ
る
と
対
応
し
た
。

一
九
七
二

し
て
承
認
す
る
と
と
も

国
の
経
済
発
展
の
た
め

中
国
と
の
地
域
協
力
を
通
じ
て
当
地
域
全
体

ブ
ー
タ
ン
を
訪
問
し
、

ま

の
利
益
に
つ
な
か
る
よ
う
洪
水
問
題
を
解
決
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
。

そ
の
た

4

‘
、
°
、
レ

ン
ト
~
ネ
ノ
ー

J

き
る
問
題
で
は
な
い
た
め
‘
我
か
国
は
‘
当
国
に
流
入
す
る
河
川
と
関
わ
る
イ

131

洪
水
対
策
は
我
か
国
に
と
っ
て
最
大
の
問
題
で
あ
る
が

一
国
だ
け
で
解
決
で

121

大
統
領
か
＿
九
八
五
年
訪
日
し
た
際
‘
大
統
領
は
天
皇
陛
下
と
お
会
い
し
て

と
が
で
苔
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
る
。

い
る
。

日
本
と
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
と
の
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

お
い
て
協
力
し
て
戴
い
た
。

こ
れ
ら
日
本
の
協
力
で
建
て
た
建
造
物
は
全
国
各

し裏

国会議事堂にて チョードリー国会議員表敬（右から 2人目）
左から、平石議員、大矢議員、田代議員、井上議員、チョードリ＿議員、

中西議員

、
橋
の
建
設
を
行

ブ
等
、
様
々
な
分
野
に

ま
た
ー
ル
肥
料
工
場
を
建
設

チ
ッ
タ
ゴ
ン

ゴ
ラ
サ

に
、
独
立
後
も
、
我
が

＜
我
か
国
を
独
立
国
と

独
立
の
際
に

い
ち
早

ー

年
の
バ
ン
グ
ラ
テ
シ
ュ

日
本
は

チ
ョ
ー
ド
リ
ー
議
長
は

ン
か
派
遣
さ
れ
る
予
定

査
の
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ

で
あ
り

近
く
そ
の
調
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午
後
三
時
三

0
分
か
ら
は
‘

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
家
族
計
画
協
会
を
訪
問
。

め
る
家
族
計
画
に
関
わ
る
間
題
に
つ
い
て
具
体
的
活
動
を
め
ぐ
り
活
発
に
討
議
。

度

り
我
か
国
の
洪
水
問
題
の
解
決
か
図
ら
れ
る
よ
う
協
力
頻
い
た
い
。

後
ま
す
ま
す
両
国
の
友
好
関
係
か
緊
密
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
と
も

我
か
国
の
議
貝
か
日
本
を
視
察
で
苔
る
機
会
を
設
け
て
載
き
た
い
と
頓
っ

今
回
の
洪
水
の
被
害
に
対
す
る
日
本
の
国
会
議
貝
よ
り
の
見
舞
金
に
対
し
謝

ハ
ン
ク
ラ
テ
シ
ュ
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
概
況
説
明
を
受
け
た
。

（
現
在
二
九
•
八
％
の
避
奸
率
を
一
九

J
L
0
年
に
四

0
％
に
）

―
四
／
一

0
0
0
人

1
0
九
／
一

0
0
0
人

過
去
―
―
，
ハ
年
間
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
口
は
二
倍
に
な
っ
た
。

こ
の
後
日
本
側
よ
り
バ
ン
グ
ラ
テ
シ
ュ
と

H
本
は
人
口
規
模
か
同
じ
て
あ
る
‘

等
比
較
を
行
っ
た
後
‘

即
ち
地
球
卜
の
二
％
の
人
口
を
占
め
る
。

と
指
摘
し
、

環
境
‘
資
源
、
教
育
‘
民

年
計
画
の
人
口
施
策
を
し
っ
か
り
実
施
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

第
三
次
五
カ

バ
ン
グ
ラ
テ
シ
ュ
の
国
家
予
算
の
三
・
七
六
％
を
占

乳
児
死
亡
率

死
亡
率

出
生
率

三
六
／
一

0
0
0
人

1
1
0
0
0
年
に
子
供
―
一
人

年
平
均
増
加
率

―
一
•
三
％
(
]
九
九

0
年
ま
で
に

八
％
に
ド
げ
た
い
＂

人
口

1
0
 

―
四
七
‘

0
0

0
人

ィ
ン
副
首
相
を
座
長
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

チ
ョ
ー
ド
リ
ー
国
会
議
長
と
の
会
見
に
引
き
続
き
、
同
国
会
内
の

一
室
で
マ
テ

店
を
表
す
る
‘
と
語
り

こ
の
会
見
の
段
様
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
報
道
さ
れ
た
。

(5) 

て
い
る
。

,, 

4
 好

連
盟
の
交
流
を
通
し
て
も
深
ま
っ
て
ぎ
て
お
り

こ
れ
ら
の
関
係
を
通
じ
今

我
か
国
と
日
本
の
関
係
は
経
済
協
力
の
分
野
だ
け
で
な
く

s
‘ヽ
ノ

日
議
貝
友
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を
目
的
と
し
て
‘

一
九
七
八
年
タ
ッ
カ
市
に
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
は

心
疾
患
の
予
防
・
診
断
お
よ
び
治
療
技
術
の
向
上

ー
視
察

1
0
月
二
三
日

（
日
）
午
前

以
上
の
説
明
後
診
療
室
、

手
術
室
等
病
院
内
を
視
察
し
た
。

一
時
四
五
分

s
―
二
時
四

0
分
循
環
器
病
セ
ン
タ

士
地
・
建
物
・
・
タ
ッ
カ
に
各

は
か
五
県
に

専
任
ス
タ
ッ
フ

五
0

0
人

フ
ィ
ー
ル
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

二

0
0

0
人

大
ぎ
な
県

district 

二

0
県
に
属
す
る
メ
ン
バ
ー
四

0
0
0
人

人
材
：
政
策
策
定
レ
ベ
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

五

0

0
人

c
o
n
t
r
i
b
u
t
i
o
n
.
 

財
源
：

I
P
P
F
,
 
U
S
A
I
D
,
 

O
X
F
A
M
,
 
P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 c
o
n
c
e
r
n
 local 

の
提
供

5
 
4

協
会
の
要
貝
養
成

等
の
養
成

ヽ

3

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
家
族
計
画
協
会
は
一
九
五
三
年
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し

五
年
よ
り
開
始
し
た
家
族
計
画
の
た
め
の
情
報
・
教
育
・
伝
達
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
自
、
モ
運
営
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
で
き
る
よ
う
な

青
年
団
体
‘

J
O
I
C
F
P
,
 

婦
人
団
体
‘

の
提
供
と
母
子
保
健
の
推
進

障
害
者
関
係
団
体
‘

他
の

N
G
o
s
と
協
力
し
て
避
妊
薬
・
避
妊
具
お
よ
ぴ
情
報
・
教
育
・
伝
達

自

治

体

活
気
的
‘
協
力
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

2
 
1

家
族
計
画
‘
保
健
教
育

避

妊

薬

‘

避

妊

具

基
本
戦
略

し
側
面
的
に
協
力
し
て
い
る
。

い
た
家
族
計
画
‘

栄
養
、
保
健
教
育
等
の
改
善
・
推
進
を
行
い

政
府
か
一
九
六

こ。t
 
同
協
会
は
根
深
い
囚
晋
、

宗
教
的
偏
向
等
の
誤
っ
た
考
え
方
に
よ
り
遅
れ
て

カ
ビ
ー
ル
理
事
長
よ
り
、
同
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
概
況
説
明
を
受
け
た
。
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請
が
あ
っ
た
。

今
回
の
洪
水
の
農
作
物
に
与
え
た
被
害
に
つ
い
て
は
、
作
物
が
収

い
う
国
家
計
画
（
第
三
次
五
カ
年
計
画
）

に
沿
っ
た
発
言
が
あ
っ
た
。

こ一

さ
ら

一
九
九

0
年
迄
に
人
口
成
長
率
を
二

・
O
1
 

八
％
に
下
げ
た
い
と

礼
、

H
・
バ
関
係
の
軍
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

ま
た
‘

人
口
問
題
の
重
要
性
に

洪
水
後
の
訪
問
に
対
し
て
歓
迎
の
意
を
表
し
た
後
、
洪
水
に
対
す
る
緊
急
援
助
の

訪
問
の
印
象
、
大
統
領
の
詩
作
へ
の
賛
辞
を
述
べ
た
。

エ
ル
シ
ャ
ド
大
統
領
よ
り

洪
水
の
お
見
舞
い
、

同
大
統
領
の
国
連
人
口
賞
受
賞
の
祝
辞

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

H
本
側
よ
り

国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
会
長
の
福
田
元
総
理
に
代
わ
っ
て

マ
テ
ィ
ン
副
首
相
‘

カ
リ
ム
保
健
省
次
官
が
同
席
。

陶
製
の
ベ
ン
ガ
ル
虎
の
固
物
が
あ
る
。

さ
れ
た
。

`` 

さ
な

、

ヽ

ァ
ー

J'‘ 

イ
タ
リ
ア
ン
コ
フ
ラ
ン
の
ソ
フ

じ
ん
ま
り
し
た
一
室
に
通

機
材
提
供
、

行
っ
て
苔
た
。

の
運
営
状
況
等
を
視
察
し

1
0
月
二
四
日
一
時
三

0
分

立
派
な
大
統
領
邸
の
こ

言
及
し
、

ピ
ン
ク
の
カ
ー
テ
ン
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
恒
久
的
解
決
に
向
け
て
の
施
策
に
対
す
る
日
本
の
協
力
要

訪
問
エ
ル
シ
ャ
ド
大
統
領
表
敬

一
時

S

（
月
）

こ。t
 

今
回
は
そ

の
受
け
入
れ
等
の
援
助
を

討
門
家
の
派
遣

研
修
生

力
に
よ
り

ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協

無
償
賓
金
協
力
お
よ
び
プ

こ
れ
に
対
し
日
本
政
府
は

辺げ~・”、 ,e¥,・,' 
大統領官邸 エルシャド大統領表敬（中央）

左から、青木APDA事務局次長、井口大使、田代議員、エルシャド大統領、

中西団長、平石議員、浜田外務省首席事務官
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か
け
ら
も
な
い
。

外

を

歩

い

て

い

る

の

は

顎

髭

な

ど

術

え

た

男

の

人

が

圧

倒

的

に

て
い
る
し
r

頭

に

物

を

載

せ

て

巻

苔

ス

カ

ー

ト

で

歩

い

て

い

る

人

々

も

贅

肉

は

広

げ

ら

れ

る

の

だ

が

そ

れ

に

し

て

も

、

道

で

草

を

食

む

牛

も

あ

ば

ら

骨

が

浮

い

れ

て

い

る

よ

う

に

‘

洪

水

か

な

け

れ

ば

青

々

と

し

た

緑

豊

か

な

田

園

風

景

か

繰

り

一
本
ず
つ
渡
し
た
橋
を
器
用
に
渡
っ
て
い
る
。

ベ
ン
ガ
ル
の
肥
よ
く
な
大
地
と
い
わ

を
間
っ
て
ト
タ
ン
屋
根
を
罹
い
た
だ
け
の
小
屋
で
あ
る
。

竹

を

足

場

と

手

摺

り

に

な
い
。

ヒ
ア
シ
ン
ス
、

し
よ
う
と
す
る
と
‘

窓
外
に
見
る
住
居
は
竹
と
よ
し
で
出
来
て
い
る
い
わ
ゆ
る
ア
ン
ペ
ラ
で
辟
七

る
と
魚
の
棲
み
か
を
脅
か
す
。

繊

維

が

昭

く

石

灰

を

含

ん

で

お

り

堆

肥

に

も

な

ら

家
畜
か
下
痢
を
し
て
痩
せ
て
し
ま
う
。

ま

た

‘

池

に

繁

茂

す

こ

れ

か

花

は

美

し

い

か

と

ん

で

も

な

い

仇

花

で

、

家

畜

の

飼

料

に

の
花
が
咲
い
て
い
る
。

ベ
ン
ガ
ル
語
で
コ
チ
ュ
リ
パ
ラ
、

英

語

で

ウ

ォ

ー

タ

ー

パ
ン
チ
ド
ナ
に
行
く
途
中
、
ま
だ
水
に
浸
っ
て
い
る
電
柱
が
見
え
る
。

布

袋

葵

雑

成ヽ
i,-,

貝
が
前
回
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
と
全
貝
代
わ
っ
て
い
た
た
め
‘

に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
連
絡
先
の
立
て
直
し
も
行
っ
た
。

新

た

に

人

口

と

開

発

今

lul
の

ハ

ン

グ

ラ

テ

シ

ュ

訪

問

で

ハ

ン

グ

ラ

テ

シ

ュ

の

人

口

問

題

に

関

わ

る

議

囲
気
の
中
で
友
好
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

は
ヽ

バ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ

よ

り

漁

業

相

、

文

化

相

等

の

出

席

を

得

、

和

ご

や

か

な

雰

ー
の
視
察
等
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
た
。

な

お

、

団

長

主

催

の

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

に

参
拝
‘
狐
児
院
視
察
）
、

オ
イ
ス
カ
婦
人
研
修
セ
ン
タ
ー
の
視
察
‘
茸
栽
培
セ
ン
タ

年
海
外
協
力
隊
貝
と
の
懇
談
‘

カ

ム

ラ

プ

ー

ル

仏

教

僧

院

（

故

早

川

議

貝

分

骨

堂

以

t
の
会
合
・
視
察
の
は
か
‘

本

議

貝

団

は

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
訪
問
中
‘

こ
の
表
敬
訪
間
の
模
様
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。

が
あ
っ
た
。

青

穫

時

期

ま

で

に

全

体

的

に

は

掌

握

で

き

な

い

と

し

な

が

ら

も

被

害

の

概

況

の

説

明
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に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

し
上
げ
る
と
共
に

I
P
P
F
の
ご
支
援

I
C
F
P
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申

タ
ッ
カ
日
本
大
使
館
貝
な
ら
び
に

J
o

外
務
省

井
口
大
使
を
始
め
と
す
る
在

つ

た

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
会
事
務
局

本
団
受
け
入
れ
に
関
し
、
お
世
話
に
な

テ
シ
ュ
側
の
温
か
い
お
も
て
な
し
と
‘

お
わ
り
に
本
団
に
対
す
る
バ
ン
グ
ラ

国際人口問題議員懇談会

パングラデシュ視察議員団メンバー（敬称略）

タ
カ
で
あ
る
。

自

自

1

ヽ

自

ti

民

会

公

民

民

民

明

杜

団 長

副団長

中

井

田

武

平石磨作太郎（衆）

大

西

上

代

村

矢

普

由紀男（参）

正

卓

郎（参）

方（衆）

義（衆）

史（衆）

（
一
七
•
五
％
）
、

O

S
八

0
0

0
タ
カ
、

日
雇
い
人
夫
一

O

S
八

0
タ
カ

タ
カ
r

大
学
初
任
給
一
五

0

0
タ
カ

・
O
 %）、

大
統
領
一
五

0
0

0
タ
カ
、

左
官
一

O
O
S
三

0

0

次
官
七
五

0

知
り
得
た
個
人
の
収
人
に
つ
い
て
は

一
世
帯
平
均
賃
金
は
都
市
で
一
三

0

0

1
1
 
］
 

六
億
タ
カ
を
海
外
援
助
に
依
存
し
て
い
る
。

九
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

年
次
開
発
計
画
の
財
源
は
八
九
•
五
％
に
あ
た
る
四

-
％
）
 

工
業
五
五
・
六
億
タ
カ

運
輸
四
JL
・
九
億
タ
カ
（
九

八
八
•
三
億
タ
カ

水
資
源
開
発

Ti
六

・
O
億
タ
カ

タ
カ
は
年
次
開
発
計
画
予
算
で
あ
る
。

年
次
開
発
計
画
の
部
門
別
内
訳
は
、
電
力

計
五
九
七
•
九
億
タ
カ
か
組
ま
れ
て
い
る
か

そ
の
八
四
•
四
％
五

0
四
•
六
億

意
タ
カ

~r 

（
一
タ
カ
は
約
四
円
と
し

一
九
六
六
億
円
）
。

そ
れ
と
は
別
に
特
別
会

国
家
予
算
は
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
歳
入
総
額
は
四
九
一

五

い
う
現
象
か
起
ぎ
て
、
大
地
主
か
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

い

ぅ
か

制
度
の
た
め
土
地
が
段
々
細
分
化
さ
れ
使
え
な
く
な
り
そ
れ
を
売
る
と

こ
こ
で
も
農
地
の
問
題
か
あ
る
。

子
供
に
土
地
を
均
等
分
割
す
る
宗
教
習
憫
と

事
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

日
本
の
男
性
が
言
っ
て
い
た
事
な
の
で
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。

家
庭
内
で
の
女
性
の
権
限
は
強
い
と
言
う
が

し
よ
、1,＇．＇

こ

多
く
、
女
の
人
を
余
り
見
か
け
な
い
。

買
い
物
、
外
回
り
の
仕
事
は
‘
男
性
の
仕
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J> 12 12 II 11 10 

月 月 月 月 月 '1J 
20 19 28 23 ， 

゜
日 日 日 日 日

29 I 22 I J> 
日 日 ● 

m 
事事 I 隆事 I P 佐委 7 都際ソ 夕 之る昭 謡
務務 P A 務 P A 藤貝人 養人 ツイ 介調和
局局 p F 局 p 等隆会ロ 育ロプ国 ‘壺 63
長長 F P 長 F 出同し と 院問 人 渡研年
ら付 P 付 席フ開開 他題ラ ロ 辺究度
と顧ウ D 顧ウ ゜ オ催発 を議夕 真し

一
協問 イ 議問 イ 於 I ゜に 視貝ナ開 知調ア
議来ラ 長 、 フ一 赤ラ 関 察懇コ発 子査ジ
゜所ク 表福ク 坂ム す 0 二""'火 I 国 ‘団ア

ヽ

I 敬田 I プ議 る 会ン会 佐を諸
共ン ° 赳ン IJ 長 ア メ上議 藤夕国
同事 夫事 ン他 ジ ン院貝 嘉イ か
事務 G 務 スア ア バ議訪 倫国ら
業局 C 局 ホジ 議 I 貝 日 ‘にの
に長 P 長 テア 貝 議他視 遠派労
つ

ヽ p ヽ

Jレ 7 フ 貝 5 察 藤遣働
いア D ア ゜ カ オ と 名団 正ヘプJ
てル 会ル 国 I 交計受 昭団流
広ビ 長ビ

ヽ

ラ 流 6 入 マ長出
瀬ノ‘

ヽ

ノ‘ u ム ‘名 ゜ .. に

次レ 佐レ N 運 東 ° プ 原関
雄 I 藤 I F 営 京国ラ 洋す
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九 九 十九
七 七 七
四 四 十三

四
I 四 十

十 十
五 八

ヽ

~ ~ シ ァ
宜 食 衆国 ア ジ

゜ ゜
言 糧 貨 際 そ 国 ‘ア

プ人要各八書 と 世参人 官 W の阿佐岸会フ 人
を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁~-他部藤 議イ ロ
と す政及名 ロ で党問 レ 昭 信貝 リ 事
る 食 る 府ぴ ．． に 初派題 マ I 吾隆介へ ピ情
こ 糧五に 十佐 関 の議議 ス 9ゞ 日 ン 視'へ

と 問項現ー藤 す 試貝 貝 コ I 山 団 本-叙， 
を 題 目 実 月 る みー 懇 ミ

ヽ
崎長- 団

要解か的の隆 宣 で一談 関 } = 屯 - 派
請決 ら 且世 言 あ 九会 係 男 遣
し の成つ界 b る 名

6 

等 ィ ‘田 ヘ

た為 る 果人 ゜ で設 デ 加 中 イ
-旦~- ゜敢口 国 発立 イ 藤龍 ン
言国 な へ連 足へ ン シ夫 ド
文連 諸食 於式 0 L,云、 グ ズ

ヽ ヽ

゜ に 政糧 ．． 典 長 ス 工八 夕
リ 策会 国 ．． ‘田 イ
I を議 連 岸 花 貞
ダ 採に 本 村 義 イ
I る 先 部 信 仁 ヽ

ン
シ よ JL ＇ 

,_, 

介 八 ド
ツ ？ ち ヽ 郎 ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人

n
．
 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
議
員
括
動
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九九 九 八九
七 七 七
三七 四 + IILJ 
I 

九

十九 十
I 
八

八 ＝ - I・

ジ 中 づ 7 

゜
顧 国 ル南 参 I 常斉 第

を 先 u 大問吉安岸会 ‘米 加 p 森藤 ＝ 
結進 N 来団寺孫 議ア 家 国 u 芳邦 回

成国 F 佐へ チ信貝 メ 族 ．． 列 夫吉
さ に p 武十宏藤介へ リ 計 提 ゴ佐六国 ヘ 田
せ も A 郎六 ‘吉へ八 力 画 唱 食藤十議 柏 冗； 際

る ‘名 他 ‘団名 ‘視 ゜糧 五会 原厚 人

ベ途名 花- 和長-力 察 と 隆 力 同 ヤ生 LJ 

＜ 上 ‘村 田- ナ 団 人代国盟 ス 大 Lコ、
‘国事仁 耕

ヽ

ダへ ロ 議 会 ‘臣 隠
各に 務八 作佐 -メ 間士 議 中 ‘ー’

国 も 局 郎 ‘藤 c¥- 題
L 

沢
ヽ

1/—, __ 
‘五 阿 シ L 伊八

法人名 他 部隆 コ ラ 双-'L 田
府 ロ 昭

ヽ ヽ

イ 子 貞ヘ ヘ

議問 吾住 コ ス 於 義総於

貝 題 ロ .. 他 ‘勢 ．． 
に 議 福栄 ン ノゞ 束 佐 プ

呼貝 岡作 ビ ン 藤四 力
び グ 義 ア ク n レ
か ）レ ヌ・"-< 構 隆〇 ス
け I ブ 想 凩.. 'O  卜
た プ ラ を -~- 人-
゜
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九 十 九 九 十九
七 七 七 二七
九 卜 八 ニ八 七." . ,. 十 1i. 

I 八 I I・ ＝ 十 I 
十 十
七 二'

ヽ
十

,_, 

~＾~ 

7 7 7 

日 I 日 I 
゜ ゜ 参 人

゜ ゜
日 参 人

゜
本 p 

゜
本 p 予運 加 ロ 国議一本加 ロ

ゴ側

゜
開側

゜
算営 国 と 際 貝 九側 国 と

宜 参 p 催参 p 委 ．． 開 議へ七 " ．． 開

言加 国 国加 国 貝 四 メ 米 発 貝 の 七佐 日 発,_ 
者 際 、．者 際 メ ＋ キ 列 入云 呼年 藤 先

の ．． 会
゜
．． 会 ン 名 シ 英 I 国 議 ぴ九 米 進

草佐 議 主佐 議 " ヽ コ
第嬰

の か 月 陛
ヽ 国

案藤 準 催 藤 準 I 
ヽ
‘加 開 け の ヽ-央・ 会

作 備 機 備 国 日 プ‘議 催 ゜中 和 ヘ議
成隆 委 関隆 委 ‘本 ラ西 回 員 に 南 田 加 ロ L 

ヽ 貝 貝 ゜＾ジ独国— 、一、 つ 米耕 ン

゜
他 会

゜
他 ぎム、 参十ル, I し、 視作西 ド

会
L 

議 加名‘イ 際 p て 察 ‘独 ン

議 題 国-コ ンム本。 討 に 土へ
ヽ

,-、 へ 9

規 ＾第 etc 於 第 ‘ ロ ド 二議 p 議 サl井五 ポ
定 於三

ヽ ．． 0 ン 、準- ゜ 続 た 力 ン
．． 回 に チ 回 議 ビス備東 き か 国

ヽ

゜
メ ヽ つ ユ ヽ 事 アリム云京 各子 " ベ
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．日本の人口転換と農村開発

I Demographic Transition in Japan and Rural Devc- I 
j lopment (英語版） ぐ ！ 
昭和58年度

j I. 中華人民共和国人口家族計画基礎調査報告書 4 . Survey of Fertility and Living Standards in Chinese I 
j Basic Survey on Population and Family Planning Rural Areas -Data - All the households of two 

j in the People's Republic of Clllila (英語版） villages in Jilin Province surveyed by questionnaires 

｛ 生育率和生 I古水平芙系中日合作淵杏研究恨告お （英語版） l 
（中国語版） 美干中国衣村的人口生育率与生活水平的渭査服告

一対干吉林省団介村進行全戸面談凋杏的砧果ー ！ 
l ~ 統 it濯＝ （中国語版） ！ 
昭和59年度

l 1 ア／ア諸国の牒村人口と農業開発に関する調査報告書 5. スライト 日本の農業、農村開発と人口 ＼ 

{ ―イント国一― ーその軌跡― （日本語版） ！ 

! :: ロニ~l鷹:v!~~:二,nt0'.n R;:~~n~ ご~嘉:: and Agricultural & Rural Development and, Population ! 
in Japan (英語版）

~India— （英語版）
！ 日本衣虫衣村的友展和人口的推移（中国語版） ！ I , 東南ア／ア諸国等人ロ・開発基礎調査報告書 Memb,rn'"" Pee'""'"'''Mm'"'""''De~""" I 

タイ国—
Kependudukan Di Japang (インドネシア語版）I R"'"" "" ,., "'"'s,,,,., ", P"""'""" """ "'"' '以j'力国版スライトは、日本産業教育スライトコ ！ 

lopment in Southeast Asian Countries ンクールにて優秀賞を受賞しました。）

~Thailand --
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j 5. LI本の人LJ都市化と開発 l 
！ 昭和60年度 Urbanization and Development in Japan (英語版） ！ 
. 1 . アジア諸同の農村人口と殷業開発に関する調森報告書 i 

タイ国
6. バンコクの人口都市化と生活環境• 福祉調在

Report on the Survey of Rural Population and 
データ編―――

Agricultural Development in Asian Countries 
Survey of Urbanization, Living Environment and 

Thailand-(英語版）
Welfare in Bangkok ● ~Data 

・（英語版）

2. 東南アジア諸国等人口，開発基礎調在報告書
7. スライド

—ーインド国~--
日本の都市化と人口 （日本語版）

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Countries 
Urbamzation and Population in Japan (英語版）

-India 
日本的城市化与人口 （中国語版）

Urbanisasi Dan kependudukan Di Jepang 

3. 中華人民共和国人口• 家族計画第二次基礎調在報告書 ' 
（インドネシア語版）

! Basic Survey (II) on Population and Family Planning 

I 二：;;;'. こ:·;~;第~'~~~ 合作濁脊研究根 昭和61年度 ！ 
告お （中国語版）

l 
1 . アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調奇報告書

！ 
インドネシア国

4. ネパール王国人口• 家族計画基礎調脊 Report on the Survey of Rural Population and I ! Basic Survey Report on Population and Family A gricultural Development m Asian Countries 

Plannmg in the Kingdom of Nepal (英語版） 一ーIndonesia (英語版） ！ 
L~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~J 
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! ! 2. 束南アジア諸国等人口• 開発基礎調森報告書 7. ネパール王国人口家族計画第二次甚礎調在

インドネシア田 Complementary Basic Survey Report on Population ! 
I : ニ［三:::'.:::二三S口:."':'c::::・::""~, :: 和~:::度~lci""''~'"'"" """~"'N,~, I 

人的能力開発の課題に即して― —中旅人民共和国 l 3. 在日留学生の学習と生活条件に関する研究 1. アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書

4. 日本の労慟力人口と開発

Labor Force and Development in Japan (英語版）

5. 人口と開発関連統計果

Demographic and Socio -Economic Indicators on 

Population and Development (英語版）

6. スライド 日本の産業開発と人口

――その原動カ・電気 （日本語版）

Industrial Development and Population in Japan 

The Prime Mover -Electricity-(英語版）

日本的,,,.,.fr友展与人口

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development in Asian Countries 

China― （英語版）

2. 東南アジア諸国等人口• 開発基礎調査報告書 -

! …—中華人民共和田~

Report on the Basic Survey of Population and j 
Development in Southeast Asian Countris j 
---China (英語版）

. 3. アジア諸国からの労慟力流出に関する調在研究

—ーフィリピン国

！ 
- —其原功カー曳代ー—. (中国語版） 4. 日本の人口と農業開発

Pembangunan Industri dan kependudukandi Jepang Population and Agricultural Development in Japan ! 
! ~ ィー、:e;~:~;:;naTenga Listrik (英語版） ！ 
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